
「わかりやすい！第 4類消防設備士試験 全訂版」 おわびと訂正 

本書の掲載内容に下記の誤りがございました。 

ここに訂正させていただきますとともに深くおわび申し上げます。 

頁 箇所 誤 正 

１１０ 
【問題 10】解説（１） ・・・消防用水は含まれておらす、また、

パッケージ型消火設備も含まれていま

せん。 

・・・消防用水は含まれていません。 

１１７ 【問題 21】（2） 防火対象物の用途がされた場合、・・・ 防火対象物の用途が変更された場合、・・・ 

１１８ 

【問題２２】解説 

３～６行目を右のよ

うに訂正させていた

だきます。 

B（６項二）は特定防火対象物で延べ面積が３００㎡未満なので、届け出て検査を受け

る必要はありません。 

A の旅館（５項イ）と C のカラオケボックスですが、延べ面積にかかわらず届出義

務があるので、届け出て検査を受ける必要があります。 

１１９ 
4 行目 （C のみ正しい。） （Ａと C が正しい。） 

解答欄【問題２２】 （１） （２） 

１４６ 最下行（４） …Ｂは共同住宅のみに設置… …Ｂは共同住宅と３階、４階の事務所に設

置… 

１４７ 
【問題６】の解説 

６行目 

…1,000㎡以上、地階の倉庫は P.135、

２の①より、300㎡以上で設置義務が生

じるので、結局、共同住宅のみが条件を

満たしているため、共同住宅のみに設置

義務があります。 

…1,000㎡以上ですが、地階の倉庫と３階、

４階の事務所は P.135、２の①より、300

㎡以上で設置義務が生じるので、結局、

共同住宅と３階、４階の事務所が条件を満

たしているため、これらに設置義務があり

ます。 

１７６ ４行目 ・・・⇒ｐ.199。） ・・・⇒ｐ.193。） 

１７８ 解説・解答 設問１ ・・・（ｐ.86） ・・・（ｐ.99） 

１９３ 

(2)構造及び機能②

の６．を➄にして➃

の下に移動 

・・・ものとすること。６.配線は、十分

な電流容量を有し、かつ、的確に接続され

ていること。 

⑤ 配線は、十分な電流容量を有し、かつ、

的確に接続されていること。 

２０４ １１行目  F 火災信号等を国有の信号… F 火災信号等を固有の信号… 

２１２ 図２ 右の図に変更 

 

２１４ 

 

 

図１ 右の図に変更 

 

 

２１６ 表 2 ② 具体例 配膳室、食堂＊、厨房、厨房前室 配膳室、食堂＊、厨房前室 

２１９ 

 

 

４７６ 

 

表５ 感知面積 

煙式 S 

 

資料３ 感知面積 

 

  

２２６ 図４ 左図 ６ｍ以上 ６ｍ以下 

２２９ 下から 5 行目 …設けます（②の階段の場合… …設けます（⑧の階段の場合… 

２３１ 下から 2 行目 結局ａとｂが○となります。 結局（２）と（４）が○となります。 



249 下から４行目 ・・・C 端子（アース端子） ・・・C 端子（共通端子） 

２７５ 【問題３７】（２） …収めて埋設工事を施工した。 …収めて施工した。 

２７６ 
【問題３７】（２） 

解説 

…使用でき、かつ、埋設工事が必要なの

で、正しい。 
…使用でき、正しい。 

２７７ 
【問題４０】表 

400Ⅴ （４） 
0.4Ω 0.4MΩ 

３２６ 表左端 縦の並び ➀②② ➀②③ 

３４０ 7 行目 設問４ ・・・次の①、②の問に答えなさい。 ・・・次の問に答えなさい。 

３４８ 
【問題８】の解答 

F,G の用途 

（答）３００V 以下 （答）１００Ω以下 

３５６ 
解説（ｃ） …また、途中から分岐している部分は、

ブランチ配線で送り配線とはなってい

ないので、この部分も誤りです。 

(C) …なお、途中から分岐している部分

は、 送り配線となってるので、この部分

は正しい接続です。 

３６０ 

解説図を右の物に入

れ替えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

解説図の下４行目 

７行目 

・・・G と H 

・・・中継器～アナログ式の感知器」間

となるので、C、E が該当することにな

ります。 

・・・H 

・・・受信機～中継器（アナログ式感知

器を接続）」間となるので、C、E、G が

該当することになります。 

解答欄 G × G ○ 

407 

図２ B1F 系統図   

４０８ 2 行目 …管理人室の煙感知器から… …管理人室の差動式スポット型感知器から

… 

４２２ 

 

 

中央 

 

右のように、天井高

のところから入れ替

えてください。 

 

天井高が８ｍなので、感知面積は 75 ㎡となります。 

・リハビリ室：床面積は 13×12＝156 ㎡と、150 ㎡以上になるので、３個を設置しま

す。 

・廊下：歩行距離 30ｍ（3 種は 20ｍ）につき 1 個以上設置しますが、図の場合、廊下

の中心の歩行距離は、ＰＳ～倉庫の下のルートとＰＳ～屋外階段の扉まで

のルートの 2 つがあります。このような場合、ルートの最も長い部分で計

測します。従って、今回は、ＰＳから倉庫の下の左端のルートになるので、

2.0＋（3×3）＋5+5.5+1+1+5+4+4＝36.5ｍと 30ｍ以上となります。従っ

て、解答例の位置に 2 個を設置します。 

４２５ 最下行 …場合の断面図を記入しなさい。 …場合の平面図を記入しなさい。 

４２６ 枠の下 断面図（横から見た図） 平面図       

４２４ 

図 

リハビリ室の感知器 

赤の部分を追加 

してください。 

 

４３０ 

 

 

【問題２】解答例 

下方中央 

  

４３１ 図中 発電械室 発電機室 



４３６ 
【問題３】解答例 

上方左 

  

４５６ 

【問題２】凡例 

記号一番上 
  

備考 １種 １種防水型 

４５７ 
設問３＜条件＞７を

追加 
７．厨房は高湿度となる場所とする。 

４５８ 
下の図 厨房 

  

下から２行目 ・・・（１種） ・・・（１種防水型） 

４７１ 
【問題３】＜凡例＞ 

５行目 備考 
２級非蓄積型 １級非蓄積型 

４７７ 

資料４ 設置場所 

５段目 
厨房、調理室、湯沸室、脱衣所・・ 「厨房、調理室」＊＊、湯沸室、脱衣所・・ 

資料４の下から４行

目 便所、浴室の上

に追加 

(＊＊高湿度となる場所に設けるもの。それ以外は防水型でなくてもよい)  

 

 


